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比例と止例

■巨 ゞ
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4

2つのの関係

1バリ「ともなって変わる2つの
、を復習しよう。

(それぞれ,表の左から順に)

① 150,300,450,600

② 60,30,20,15

③ 700,600,500,400

別冊

答え
と

解説

j

＼ (それぞれ,表の左から順に)

① 4,8,12,16

② 24,12,8,6

③ 900,800,700,600

解説①正方形は,4つの辺の長さが等し

いことに目をつける。

(正方形のまわりの長さ)=4X

(1辺の長さ)

2 (長方形の面積)=(縦)X(横)だか

ら,(横)=(面チ劃÷(縦)で求める。

つまり,24÷(縦)を計算する。

3 (残りの量)=(全部の量)ー(飲ん

だ量)だから,1000-(飲んだ量)を

計算する。

の関係」
P2 ・ 3

＼

解説 ① 1日は24時間だから,

(夜の長さ)=24-(昼の長さ)

②(時問)=(道のり)÷(速さ)だから,

(時間)=480÷(速さ)

③(水位)=(1分あたりの増える高

さ)X(時間)だから,(水位)=4×(時

間)

ゞ誤籍諦"綴器甲管.1

ノ

関数

(それぞれ,表の左から順に)

① 15,14,13,12

② 24,12,8,6

③ 4,12,20,28

(それぞれ,表の左から順に)

0力 5,10,15,20

〒り 12,6,4,3

νが影の関数・・住),←r)

(それぞれ,表の左から順に)

ウカ X, X, X, X,

6イ) 300,550,800,1050

個) 1,8,27,64

gが工の関数・-9r),個
解説⑦気温に対して水道使用量が決まる

ことはない。

(イ)(合計の代金)=(ケーキの代金)+

(箱の代金)だから,ケーキの代金は,

(1個の値段)X(個数)

したがって,
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250×(個数)+50で求める。

(ウ)(立方体の体積)=(1辺)X(1辺)

X (1辺)

(イ)は,!/=250ω十50,(ウ)は, V=影'と
式に表すことができる。

(それぞれ,表の左から順に)

0力 2,4,6,8

÷n 5,8,9,8

個) X, X, X. X

g がωの関数・・・住),←r)

解説⑦(長方形の面積)=(縦)X(横)

(イ)(まわりの長さ)=2×(縦十横)に

なる。 12=2×(縦十横)だから,縦

十横=6(cm)

したがって,縦と横の長さの関係

は,下の表のようになる。

縦(cm) 1 2 3 4
横(cm) 5 4 3 2

よって,面積は左から順に,

I×5=5(cmう

2×4=8(cmり

3×3=9(cmり

4×2=8(cm')

(ウ)年齢に対して体重が決まることは

ないので,表にはXをかく。

変域①

変域とは, 変数のとりうる値の範囲
のこと。 P6 ・フ

1

(表の左から1順に)15,14,13,12,

4,3,2,1,0

1 ωの変域回茎ω茎四

0 5 10 15

νの変域回壽ν莟n豆

0 5 10 15

(表の左から順に)0,2,4,6, ,

22,24,26,28,30

ωの変域0各ω亘15

0 5 10 15 20 25 30

1 νの変域0茎V茎30

0 5 10 15 20 25 30

解説毎分2Lの割合で水を入れるので, ^,

Vは1分間あたり2ずつ増えていく。

IV=2ωの式で表せる。 1 変域②

1 また,30÷2=15(分問)より,15分で 1 変域を表すとき,

1 水そうがいっぱいになるので,ωの最大1 ゜

25

●はふくむ,0は
P8 ・ 9

の値は15になる。

】6,12,8,4,0

影の変域0莟影三10

30
,

0

,

35

(表の左から1順に)40,36,32,28,

2

gの変域0茎ν三40

5

0 5 10 15 20 25 30 35 40

解説(水そうの水の量)=(全部の水の量)ー

(出る水の量)だから,出る水の量は,毎

分4L なので,4ωL となる。

したがって,ν=40-4影の式で表せる。

また,40÷4=10(分後)に,水そうは
から

空になるので,ωの最大値は10になる。

このように,変数(ω, V のように,い

ろいろな値をとる文字)のとる値の範囲

を,その変数の変域という。

変域は,変数のとる値の範囲を表すの

で,最小値と最大値がいくつになるのか

に特に注意する。また,どの不等号(<,

>, S,塗)を使うのかにも気をつける。

10 4015

①一21重、国3

20
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②一2k]影図3

-2 -1

③一2国影図3

-2 -1

2 0 8莟ω各13

8 9

② 8くωく13

8 9

③ 8莟ωく13

8 9 10 11 12 13

解説ここでは,ωがいろいろな値をとるこ

とができるので変数という。その変数の

とる値の範囲を不等号を使って表す。

数直線上で,「以上」「以下」はその数

をふくむので●,「未満」「~より大きい」

「~より小さい」はその数をふくまない

ので0で表すことに気をつける。

10

②一1くωく4

0

③ 4莟ω茎9

比例の関係

り=ax(比伊Dの式を見っける!
PI0・11

4

1

5

①ν=倭、[0]
② g=ω+匿5回[X]
③ν=匿ob [0]

解説 Vがωの関数で,その間の関係が,

V=伽(αは定数)で表されるとき,νは
ωに比例するという。

したがって,①,③のように, V=卿

の式に表すことができれば,比例してい

るといえる。

6

①一フく影茎一2

②ν=3ω[0]

③ g=30一ω[X]

解説①ν=4×6Xω=24ωとなる。

ーフ -6 -5 -4

① g=4ω[0]

②ν=ω゜[X]

③ν=120ω[0]

解説① V=8Xω÷2=4ωとなる。

② V=ωXω=影'となる。

3 0 g=24ω[0]

比例の式と比例定数

=a父のaを比例定数というのだ!
P12・13

-3

①[0]比例定数田

-2

②[0]比伊淀数同
[X]比例定数口
[0]比例定数團

①[0]比例定数一フ

②[0]比例定数一ー

③[X]比例定数

④[0]比例定数8

解説④比例では,対応するωとVの値

3

の商一は一定で,比例定数αに等
しじ'

しい。

3

を変形すると,V=8ωになる。

[X]

[0]

比例定数

比例定数05

@

③
④

1

ν
一
ω

0
②



③[0]比例定数一

④[0]比例定数一1

解説①測V=9 を変形すると,

る。比例の式ではない。

②比例定数が小数の場合もある。

V_1 ハ_1
③一=ーを変形すると,ν=一ωに 1ω 3 友ノー3 -

なる。

4 V=一ωは,ν=-1Xωだから,上ヒ

例定数は一1である。

B(0,0)

D(-3,0)

F(3,-5)

比例の式の求め方

賑琴ξ3 リ唯樹杁Υ工,.,1 1
①臣回=OX②

α=同したがって,g=同"1
②⑨=O×1^

α=匠團したがって,g=圧蚕b

にな

②比例定数をαとすると, V=卿

ω=12のときν=-3だから,
-3=aX12

したがって,α一

a)=一ω ②υ=2影
解説①比例定数をαとすると,ν=伽

ω=5のときν=-5 だから,
-5=aX5

α=-1 したがって, V=一ω

2 比例定数をαとすると, V=伽

ω=10 のとき V=5 だから,

5=axlo

点をとるよ。
P18・19

①
2

② ν=-4ων=3ω

①比例定数をαとすると, V=伽

影=9のとき V=6 だから,
6=aX9

解説

0

1
V=一ω

A(1,4)

C(-5,5)

E (-1,-3)

4

解説

V

■■■■■■■■■■■
5■■■■■■■■■■回
4■困■■■■■■■■■
3■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■

1■■■■回■■■■■回
ω

-5-4-3-2-10 1 2 3 4 5

一■■■■■圏■■■■
i 回■■■■皿■■■■
13■■■■■■■■■■
寸■■■■■■■■回
、5■■■■■■■■■■

解説ω座標が正の数のときは,原点から右

ヘ,負の数のときは,原点から左へ進む。

V座標が正の数のときは,その点から

上へ,負の数のときは,その点から下へ

進む。
α=ーしたがって,ν=一ω 1

リ軸の目も
P16・17

3)

0)

-2)

原点の座標は(0,0)である。

ω軸上の点のV座標は,かならず

0 になる

点の座標①

ズハリ座標は,(χ軸の目もり,
B り)がルール。

B(回,A(5,①)
C(-3,同) D(^,
E(-3,^) F(團,

1 点の座標②

1 原点をスタートして,
1 .

1 1

A(5,0) B(-2,1)

C(0,-4) D(4,1)

F (-5,ー】)E(2,-3)

解説 C V軸上の点のω座標は,かならず
0 になる。

したがって,

B
D

1
一
2

α
1

9
一
ω

ν



2

■■■■■■■闘■■
■■■■■5■■■■■■
■■■■回4■■■■■■
■■■■3囲■■■■■
■■■■2■■■■■■
■■■■1回■■■■■
-5-4-3-2-10 1 2 3 4 5

リ■■■■■
f■■■■■闘■■
,■■■■■■■■回■
が■■■■回■■■■■
-5■■■■■■■

V

(-4.4)

(0,-1)

3

いろいろな点の座標

点から点への移動を考えてみよう。
§ P20・21

①(同,1) ②(1,團)
③(④,同) ④(圍,圧圍)

解説点をとると,下の図のようになる。

影座標, V座標がそれぞれいくつ移動
したか,目もりを読みとること。

V

■■厨■ ■■■■■■
5■■■■■■■■■■

解説どの点も原点からω座標,V座標の順
に,たどっていけばよい。

解説

4

-4 -2 0

-2

-4

点をとると,下の図のようになる。

V

2

■■
■■■

■■■

①(-1,2)

③(1,5)

ω

3

2

A

4

4

5

-4 -2 0

3

ω

②(-3,1)1 (0,-2)

3 (-2,】) ④(-1,-3)

解説点をとると,下の図のようになる。

V

■■■■■■巨■■■■
■■亜■■4■■■■■■
■■■■■■■匪■■■
■■■■■■■■■■■
冒■回■圃2回皿■■国■
■■■■慶■■■■■■
■豆聖一2 0■^匪聖■
■■■■ _囲■■■■■

-2■■■■■■■■圃■
■■■■命■■■■■■
■■■■一4■■■■■■
■■■■■■巨■■■■

4

2

2

4

②
④
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V
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比例のグラフ 1

スバリ比例のグラフは,原点ともう1点で
、、かける! P22・23

(表の左から1煩に)-3,-2,-1,0,1,

2,3

■■圃■■■■閥■■■必

■■■■亜冒■■■広■■
■■■■■■■必■■■
■■■■■2■磨■■■■
閥■■■■屍■■■■■
■豆聖^▼回^歴聖■ω
■■■■P ■■■■■■
■■■男一2 ■■■■■

■▼'冒冒■■■■■
r■■画■■風■■■画■

V

(表の左から1順に)-12,-8,-4,0,

4,8,12

(表の左から1順に)-6,-4,-2,0,2,

4,6

■■■■■■閥田■

...Ξ.....
冒冒冒冒胎冒冒冒冒■
■■■■■空■詔■■■
■豆豊^島回^廉聖■ω

冒冒冒冒冒^冒冒冒冒
■■■冒 1 -4
■■皿■引■■■亜■

■■■■■■動■■■

■■巨冒■■'■■■
盟噐闇諾噐三.
■■■■■■喧■■■■■
■豆聖^動回^匪聖■ω

盟噐諾詔噐謡
........

■■■■■■■■■■■■

ν

ν

知ってするコーナー

ωの値に対応するVの値を求めてから

グラフをかくことができるが,比例定数

に目をつけてもグラフをかくことができる。

(例)ν=4影

比例定数の4を分数の形に書きかえ

νる。

_4→上に4進む
一了→右に1進む 4

原点から右へ1,そこ
2 4から上へ4移動した点と

原点を結ぶ直線をひけば
ω

01 2よい。

比例のグラフ 2

aが負の数なら,グラフは右下がりズバリ
、2 P24 ・

(表の左から順に)3,2,1,0,-1,

-2,-3

尽■■■臣■■■■■■
■尽■■■4■■■■■■
■■尽■■■■■■■■
■■尽■■■■■巨■
園■■尽2■■■■■■
■■■匡尽圃■■■■■
■豆聖^回尽^匪聖■ω

噐噐闇諾語■
噐盟闇盟訟盟
■■■■■■■匪■■■尽

ν

V

■■酬■■■■■■

■■■冒亜圃■■■■
...モ...."・
■■■■■N■■■■■■
■豆聖^回逼^匪男■ω

噐謡闇謡噐詔
..罰.、"...
■圃■■■罰■区堅■■■

(表の左から順に)6,4,2,0,-2,

-4,-6

6

ー
・
部



(表の左から順に)12,8,4,0,-4,

-8,-12

知って得するコーナー

比例定数が負の数のとき,下のように

考える。

(例) V=-4ω ν

__-4→下に4進む
-1 →右に1進む 1 2

0
原点から右へ1,そこ

4から下へ4移動した点と,

原点を結ぶ直線をひけぱ
-4

よい。

ズハリ
、3

比例のグラフ 3

比例定数が分数のときは,整数の組
の点をとろう。 P26・27

(表の左から順に)-2,

2

田■■■■■■■■圃

4■■■厨■,

■■■■2■■,男語■
■■■■■唾画■■■■
■豆亜^Z回^匪聖■ω

盟駈語語語盟
'■■冒冒冒■■■■■
■■■■■■■■■■■

7

4

3'

ν

ω

0,

(表の左から1順に)ーー,-3,ーー,0,」一2,ー,-2,,

8

3'

3,

■■■■■励■田
■■■慶4■■膨狸■■
里■■■■閤■■■

冒冒冒冒冒冒昆'冒冒冒冒
■■■■■■瑠■■■■■
■豆聖一2 詔回^匪亜■留

冒冒冒■'習冒冒冒冒冒冒
,,闇盟謡§.

■■■■■■■■■■■■

V

(表の左から順に)-4,

48
4

3' 3'

4

3'
0,

9
-
2

3
-
2

2
-
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■
■
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■
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■■■■■
V
■
■

闘
型

■
■

■
■

■
■

ω

■
■
■
■
■

■
皿
■
■
■

■
■
■
■
■

西
楓
闘
型
0
 
2

^
^
^
^
^
■
■
■
■
^

■

■
■
■
亜
■
■
■
皿
■



比例のグラフ 4

比例定数が分数のときは,分母の数
'に注目! P28・29

(表の左から1側こ)

42 2
0,

3' 3' 3'
2,

■巨聖一2 0昼^歴聖■
詔田■■ _■冨風■■■

-2■■■週■■■盟■■
_■■■■■■■■圃■
-4■■■■■■■■■■

■■皿■■■■■■■■

V

■■■■■■■■■■■
■■臣■田4■亜■冒■■
昼照■■■■■■酉■■
■■尽■冒田苗■■■■
■■■謡亜冒■■■■■■
■■■■■愚■■■皿■■
■豆聖一2 回区^匪聖■ω
■■■■ ■■尽■亜■

-2■■■昼亜■■■■冒
■■■■ _■■■■■尽

-4田■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■

両端に
P30 ・ 31

(表の左から順に)0,5

-2

(表の左から11頂{こ)

3
3, 0,

2'
,

■■■■
■■■■
■■■■
■■■■
■■■■
■■■■
■豆亜一2
■■■■
■聖■■
■■■■
■■■■

■■■

ν

■酬■田盛■盟■
■■■悪■4■■■■■田
■冒■闘■■■冨■■■
■亜■■酬■■■■■■

■■■■四闘■■■■■■
■豆聖一2 0醍^匪聖■ω
■■■■■悪■■■■
■■■■一2■血■■■■

..闇..N...
■■■■■■■医■闘■■

8

■■■■■■
4■■■■■園
剛■巨■■■
Ⅱ■■■■■

2旧匪■■■■
皿■■■■・

回■^匪竪■ω
■■■■■■
-2■■■■■■
_■■■■■■
-4■■皿■■■
■■■■■

-3,

3

変域のある比例のグラフは,ズハリ
注目!'、5

(表の左から順に)3,0,-3

ν

■■■■■■■■■■■
■■■詔■4■■■■■■
■■■■■■■■■■■

■富悪■■■■■■圃
■■脛■■'■匝■■■■■■■闘圃冒■■■■■■
■■■■遭■■■■■■
■■■■墜、2盟■■■■■
■■■■■、■■■■■■
■豆聖一2 回醍^歴聖■ω
■■臣■圃■厨■■
■■■■一2■墜腫■■■
■■■■ _■■闘■■■

-4■■■N■■■■■■
■■皿■■■■廟■語亜

解説原点ともう 1つの点を求める。

比例のグラフ 5

V

■■昼■■冒■■■■■

■■■■■買■■■■■■

9
巨

9
-
2

4
-
3



3

■■■■■■■■■■■■

.゛...Ξ......
■■謡瓢■■■■■■■

■■■■■更■■■■■■
■豆聖^回■^歴聖■ω

冒冒冒冒冒冒冒冒冒冒冒冒
...闇....

V

回■■■■■■■■■■田

解説ω=-5 のとき V=4 だから,(-5,4)

ω=0のとき V=0 だから原点。

点を直線で結べばよい。

この21 リ=旦(反比伊Dの式を見っける!
I P34・35

1 ①ν=n^[0]
比例のグラフから式を求める

グラフから式を求めるときは,整数 ②ν=4 [X]
.の組の座標を見つけよう。 P32・33

1 ③ν=反西[0]

となる。

4

ν=6ω[X]

24
ν=^[0]

③ν=]9旦旦[0]

解説①(代金)=(1個の値段)X(個数)

2 (三角形の面積)=(底辺)X(高さ)

-2

この公式にあてはめると,

g=-4ω

解説比例定数をαとすると,ν=卿

グラフから,点(4,-1)を通るので,

ω=4, V=-1を代入して,-1=aX4

11
したがって, V=一影

点(1, 1玉1), g=1三同,
圧圖=axl,"=圧同

したがって, g=圧亘b

したがって,

4

ν=5工

解説比例定数をαとすると, V=卿

グラフから,点(5,4)を通るので,

ω=5, V=4 を代入して,4=aX5

4
V=一ω

Vは 1

反比例して 1の式に表すことができれば,

いるといえる。

②は,比例している。

9

反比例の関係

g=^[0]

g=】5一ω[X]

35
g=^[0]

①(横)=(長方形の面チ劃÷(縦)

②価斐りの個数)=(全部の個数)

(食べた個数)

@(1mの重さ)=(全体の重さ)

(長さ)

12=・「W より,24=W になるから,

1 解説 Vがωの関数で,その関係が,

I V=旦・(αは定数)で表されるとき,

影に反比例するという。

したがって,①,③のように,

解説

24

3 (買える量)=(支払う金額)÷

(1k又の値段)

①
②
③

①
②

ω
ν

旦
ων



反比例の式と比例定数

ズハリ y=旦のaを比例定数というのだ!
、合工 P36.37

1 ①[0]比例定数⑦
②[X]比例定数口
③[0]比例定数田
④[0]比例定数匠回

2 [0]

[×1

[0]

[0]

比例定数9

比例定数

比例定数一1

比例定数一2

3 ①[0]比例定数一12

②[0]比例定数3

③[0]比例定数8

④[X]比例定数

解説②式を変形すると,影V=3になる。

④ν=-1Xωだから比例の関係であ
る。

② 0=3X匠亙=匠頂

①
16

② ν=ー
^

①比例定数をαとすると,影ν=α解説

反比例の式の求め方

.1.雇秀'g,!xy=aに代入高ゑ畠

したがって,

α=-×32=16

①α=6X團=匿④

したがって,

V

したがって,

の比例定数をαとすると, 影ν=α

10

0・厭(・→・・・.

1 反比例のグラフは2つの曲線。
1、 P40・41

16

したがって,

①

反比例のグラフ 1

したがって,

30
② ν=

①比例定数をαとすると,ωV=α解説

ωV一α

(表の左から1慎に)-4,-6,-12,

12,6,4

21

18

0・(・→踏・・・0
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■■■■■田匝■■■邑園冒重^■■■■■冒冒冒
■■■■亜■■■巨■冒亜■■■■■■■■■皿■

解説反比例のグラフは,ω座標, V座標が

ともに整数である点をかならず通るよう

にかく。上の図では,点(1,12),(2,6),

(3,4),(4,3),(6,2),(12,1),(-1,

-12),(-2,-6),(-3,-4),(-4,

-3),(-6,-2),(-12,-1)になる。グ

ラフは,曲線になるので,定規は使わな

し、

30
したがって,

比例定数をαとすると,

ν=ー

@

α=-×28=21

四
ω

.
図
・

担
影

①
②
③
④

ν

皿
ω



(表のたから1順に)-6,-9,-18,

18,9,6

V
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双曲線なので,わすれずに2つかく。解説

反比例のグラフ 2

比例定数が正の数か負の数かで,グ
ラフの場所が違う! P42・43

(表の左から順に)-8,

24,12,8

(表の左から順に)4,6,12,-12,

-6 -4

12,-24,
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反比例も,グラフから式を求めるときは,
整数の組の座標を見つけよう。 P44・45

反比例のグラフから式を求める

点(2,1三同),υ=圧圖,
α=2×1^=匠〕匝1

したがって,

解説比例定数をαとすると,ων=α

グラフから,点(5,4)を通るので,

ω=5, V=4 を代入して,α=5×4=20

20
したがって,

^

※グラフから読みとる点は,(5,4)以外

の点でもよい。

20

α^

比例.反比例のグラフから式を求める

複数のグラフがあっても,それぞれ
の求め方は同U。 P46 ・ 47

①点(1,圍),0=團
したがって, g=塵、

20
したがって,

^^^

※グラフから読みとる点は,

(2,-10)以外の点でもよい

16

解説比例定数をαとすると,ωV=α

グラフから,点(4,-4)を通るので,

ω=4,ν=-4 を代入して,

α=4×(-4)=-16

16
したがって,

※グラフから読みとる点は,(4,-4)以

外の点でもよい。

①
810

② ^^^

g=

①比例定数をαとすると.ωV=α

グラフから_点(2,5)を通るので,

ω=2, V=5 を代入して,
α=2×5=10

解説

したがつて, ^^^

12

比例の利用

(2,-4)以外の点でもよい

②一2=

2016
② g=ー

^

①比例定数をαとすると,ων=α

グラフから,点(2,8)を通るので,

ω=2,ν=8 を代入して,

α=2×8=16

解説

したがって,

※グラフから読みとる点は,(2,5)

以外の点でもよい。

2 比例定数をαとすると,ων=α

グラフから,点(2,-4)を通るの

で,ω=2,ν=-4 を代入して,

α=2×(-4)=-8

①ν=倭、
②ωの変域・-0三影益匝亘1

υの変域・・0茎ν莟匝圖

16
したがって,

※グラフから読みとる点は,(2.8)

以外の点でもよい。

2 比例定数をαとすると,ωV=α

グラフから,点(2,-10)を通る

ので,ω=2,ν=-10 を代入して,

α=2×(-10)=-20

「水そうの水の」1 比例を利用して,
P48 ・ 491 'を考える!

8
したがって,

※グラフから読みとる点は,

2
-
5

g

W
1ν

ω



③ 36=腰、より,ω=極至1

①ν=4ω

②ωの変域・-0各ω莟15

νの変域・・・0茎ν条60

③ 75分問

解説水の量は,時間に比例していることか

ら考える。

1 毎分4Lずつ水を入れていくから,

ν=4ωと表せる

2 60=4ωより,ω=15

したがって,15分で満水になるので,

ωの変域は,最大で15である。

3 30=4ωより,ω=フ.5

フ.5分問は,7分30秒のことである。

1分間は60チ少だから,0.5分間は,

60×0.5=30伊劣となる。

臣亘分後

12.8分間は,12分48秒である。

0.8分間が,60×0.8=48締めとな

る。

比例の利用②

比例を利用して,
を考える!

① g=5影

②ωの変域・・・0莟ω三 16

νの変域・・0各g莟80

③ 128分間

解説② 80=5ωより,ω=16

したがって,16分で満水になるの

で,ωの変域は,最大で16である。

@ 64=5ωより,ω=12.8

①厄0回÷匿回=同
②ν=厘、
③團X60=厘亘回
④ 900=匿、より,影=匝亘回

「紙の重さや厚さ」

解説紙の重さは,枚数に比例する。

1 1枚の紙の重さが比例定数になる。

3 0 g=9影

@ 108Cm2

解説①(アめ面積は,15×15=225

③ 8.5Cm

解説① 200÷2.5=80 より, V=80ω

② 80×15=12Ⅸ)

③ 680=80ωより,ω=8.5

① g=72影

② 576枚

3 12.5Cm

解説紙の厚さは,枚数に比例する

1 1Cmあたりの紙の枚数が比例定数

になる。よって,360÷5=72 だから,

V=72ω

2 72×8=576

3 900=72ωより,影=12.5

P50'51 !比例を利用して, 「紙の面積」を求め
1 .る!^1 'る'

P52 ・ 53

塵亘亘山

比例の利用 3

臣亘0敗

① 0力の面積は,10×10=匝匝回(cm')
匝匝回÷25=團

②④X15=西

ν=80劣

1200枚

①ν=3工

② 210cm2

解説①(アめ面積は,12×15=180(cm')

180÷60=3

したがって,ν=3ω

比例定数の3は,1gあたりの面

積が3Cm'であることを表している。

2 3×70=210

1の式を利用すれぱよい。

13

ν=匝、

恒亘km゜

①
②



225÷25=9

したがって, V=9ω

9×12=108②

比例を利用して,「道のりや時間」を 1
求める! P54・55 1

比例の利用 4

①函西÷匝=西

②

0 2 4 6 8 1012141618ネ)訟財舗認303234(分)

③ν=塵亘、にω=12を代入すると,
ν=西X12=厘亘回

厘亘亘血 1

④ν=塵亘bにν=1440を代入すると,
1440=塵亘、より,ω=臣劃

18 後

解説(道のり)=(速さ)X(時間)だから, L

のりは時問に比例する。

①速さを求めることになり,速さがこ

こでの比例定数になる。

② V=80乞のグラフをかく。
原点と(30,2400)の点を直線で結べ

ばよい。このグラフは,那の変域が0

'影'30,νの変域が0'ν'2400 にな
る。

3 グラフからは読みとれないことにi

意する。

道のりを求めるので,νを求めるこ

とになる。

4 ③と同じように,グラフからは読み

とれないので, 1で求めた比例の式を

利用する。

臣圍

歯車の問題は,反比例を利用して解く。解説

A と Bの歯車がかみ合っているとき,

(Aの歯数)X(Aの回転数)=田の歯数)

g=1亘回彫 1

寓

比例の利用⑤

数値を読複数の比例のグラフから,
P56 ・ 57みとる!

1 ν=極亘亘回のときのω座標を読み 1
とる。

兄・・匝1司分後,弟・・⑯分後 1
反比例の利用 1

ころにいるかということなので,

160omから10oom をひいて,60om

となる。

③家を出発してからω分後の2人

の離れてぃる道のりは,ω分後の兄

が進んだ道のり)ー(ω分後の弟が進

んだ道のり)で求められるしたが

つて,この道のりは,ω分後の2つ

のグラフのV座標の値の差として

読みとることができる。

縦の 1 目もりは10om だから,ν

座標の値の差が3ます分雜れている

ところをさがす。ω=5のとき,兄

は80om,弟は50om でその差が30om

になるので,5分後になる。

② 1600一匝亘亘回=雁亘回 00

③ω=直]のとき,兄は80om,弟{
匠亘0、t1で差が30omになっている0

圖分後

解説①展望台は家から160omの地点に

あるので,ν=1600のときのω座標 1
をそれぞれ読みとる。

2 兄が展望台に到着したのは,家を

出発してから10分後である。そのと

き弟は,家から10oomの地点にいる。

問題は,展望台まであと何mのと

14

① 1^X⑥=ωXνの関係から,

ων=匝亘回

②ωX15=臣亘回より,ω=臣圍

1 歯車の佑癒は,(Aの歯数)X(Aの回転捌
1 .=旧の歯鋤X侶の回転捌 P58・59

したがって,ν=匝亘回

蹄
器
鵬
翻



X(Bの回転数)の関係がある。

また,これが比例定数となる。

1 180が比例定数となる。

ここで,問題に,「νをωの式で表

しなさい」とあるときは,かならず「ν=

~」の形で表すことになるのでおぼえ

ておこう。

_180 _、② V=^にV=15を代入してもよい

が, aw=180 に代入した方が計算しや
すい。

①

解説

② 50
伽

① 16×25=ωXVの関係から,

α澎=400 したがって,

400

えられる。

たとえば, Bの歯数を18とすると

きのBの回転数を求めるときは,

ων=360 にω=18 を代入して,

18y=360 より,ν=20 と求める。

②ωX8=400 より,ω=50

反比例の利用 2

反比例を利用して,「1分間に入れる
水の」や「速さ」を求める! P60 ・ 61

1 水そうが満水になる水のは,

同X1蚕豆=匿亘回(エ)よって,

W=酉回

②ων=匿亘回に,ν=16を代入すると,
ωX16=匿西より,ω=匝乏同

匝乏亙1'
解説 1 水そうが満水になる水の量)=(1

分問に入れる水の量)X(満水になる

までの時間)の関係から考える。

水そうが満水になる水の量が比例

定数になる。

280
②ν=^にV=16を代入してもよ

いが,影V=280に代入した方が計算
しゃすい。

240
① ②時速48hn^

①

解説

② 18V=
ω

① 45×8=影Xνの関係から,

ωV=360 したがって,

360

360

②ωX20=360 より,ω=18

Bの歯数を求める問題になってい

るが, Bの回転数を求める問題も考

400

めるときは, V=旦・に代入するより

解説(道のり)=(速さ)X(時間)の関係から

考える。

時間は速さに反比例する。道のりが比

例定数になる。

① A市からB市までの道のりは,

40×6=240(km)だから,

_、ゞ_240
ωV=240 したがって, V=^

②ωV=240 に, V=5 を代入すると,

ωX5=240 より,ω=48

=1亘西 1したがって, ν=^ 1

15

も,ωV=αに代入した方が簡単に
求められる。とても大切なことなの

で,しっかりおぼえておこう。

① ν=

解説

180

① C市から D市までの道のりは,

45×4=180(km)だから

aw=180

180
したがって,

2 aw=180 に, V=3 を代入すると,

影X3=180 より,ω=60

反比例の問題で,ω,νの値を求

②時速60hrl
ω

ν



反比例の利用@

スハリ反比例を利用して,「仕事をする目数
3、や人数」を求める! P62・63

1 0 全体の仕事の量は,⑥X團=倭團旧)
よって,寓g=E互團

したがって,

②寓ν=塵團に,ω=12を代入すると,
12ν=亜より,ν=團

④日

③出ν=倭團に,ν=2を代入すると,
ωX2=亜より,ω=図

解説

匿吾伏
1 全体の仕事量は,1人で毎日同じ

量の仕事をするときのかかる日数に

なる。これが比例定数となる。人数

とかかる日数は反比例する。

2 ν=^にω=12 を代入して,

ν=^=4と求めてもよい。

@ V=^にV=2を代入するよりも,

影ν=48に代入した方が求めやすい。

8×3=24(人)と考えられる。

1212RI

6日かかる仕事を一倍の2日です

るので,人数は逆に3倍必要だから,

16
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